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② 

入園のしおり（3～5 歳児） 

ご入園おめでとうございます。 

 

これからは子ども達が心身に共丈夫に育つ様、同じ目標に向かって進んで参りましょう。 

園の教育方針、運営方針、教育活動に深いご理解ご協力をお願いし、園と保護者様が一体とな

り、より良い環境作りを行います。また、それぞれに違った役割もありますので園と家庭が両輪

となり、大切な子ども達の成長を見守って参りましょう。 

この小冊子には上記目標を達成する為に、詳しくご案内致しておりますので、保護者の皆

様方には遵守してくださり、子ども達が楽しい園生活を過ごせるよう、ご協力をお願い致し

ます。 

 

 

 

 

 

《園では保育者が良いお手本となります。》 

◎ 職員と子ども達が、信頼を深め生活していく場です。 

 

◎ 子ども同士の関わりを育てる場です。 

 

◎ 丈夫な心と身体、仲良しの心、優しい心を持った子どもに育てます。 

 

◎ 子ども達が、一人から集団の育ちへ、心を広げていく場です。 

 

◎ “何にでも意欲を持ってチャレンジする子ども”に育てます。 

 

◎ “自分の事は自分でする子ども”に育てます。 

 

《家庭では。》 

◎ 周りの大人が良いお手本となりましょう。 

 

◎ 大人を信頼する気持ちを育てる場です。 

 

◎ 家族を愛する心を育てる場です。 

 

◎ 親子の絆を繋いだり、深めたりする場です。 

 

◎ 子どもと肯定文で会話する様努力しましょう。 

 

 

 

☆子どもの話をじっくり聞いてあげましょう。 
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・お家の方は子どもの気持ちを理解しているので、子どもが何かを言おうとすると、    

先取りをして子どもの態度（もじもじしたり）身体的言語だけで分かってしまい、    

ついつい先まわりしてしまう事はありませんか。じっくり待ち心で子どもに最後まで   

自分の気持ちを話す様習慣付けを行いましょう｡その為には、子どもの気持ちが分かっ

ていても、分からない顔をするのもひとつのコツですね。 

 

・お家の方は聞き上手になりましょう。 

 

 

☆子どもと会話を楽しみましょう。 

・お家で子どもと話をする時、ついつい大人の方からの一方通行の会話になって         

いませんか。対話は、お家の方と子どもと両方の発言によって成り立ち、そこに楽しみ

が生じます。一方的な言葉掛けで子どもは聞かされてばかりでは楽しみは生まれません

ね。子どもの話がまだるっこくてもゆっくり話を聞いてあげましょう。 

 

 

☆頭ごなしに注意していませんか。 

・買い物中に店内を走ったり、病院内で走ったりした事はありませんか。その時、     

「走ったら怒られるからやめなさい。」という風に子どもに注意していませんか。周り

の状況をよく考えてください。お店は買い物をする所です。病院は体調が悪い人が診て  

もらう為に行く場所です。そう考えると「他の方の迷惑になるから歩きましょう。」や   

「体調の悪い人の迷惑だから座って待ちましょう。」と言うべきではないでしょうか。  

子どもを注意する時は頭ごなしに注意するのではなくしっかり理由をつけて注意する 

様にしましょう。そうする事によって自分がどうして注意されたのか理解出来るように 

なってきます。分からない時は繰り返し子ども達に話していきましょう。 

 

 

☆園から帰ってきた時は心の触れ合い・身体の触れ合いを大切にしましょう。 

・「ただいま～。」と帰ってきた時、お母さんはどんなご機嫌かなという風に子どもは    

チラッとお家の人の顔を見ます。子どもに変わった様子がなければお家の方も精一杯の 

笑顔で「おかえりなさい。」と言いながらふんわり抱いてやります。この一瞬の演出が   

子どもに「帰ってきたよ。｣という満足感を与えます。声だけでも、黙って抱くだけでも  

物足りません。やっぱり心が触れ合い、身体が触れ合う､しみじみとした一時が大切です

ね。 

 

☆自立心を育てたいですね。 

・自立心を育てるにはポイントがあります。幼児のする事は見ていられない程じれったい  

ものです。一日に何回も「早くしなさい。」と言っていませんか？親から言われれば、   

抵抗感や嫌な感じ、無視したくなる気持ちになるかも知れません。又親の掛け声を    

心待ちにする心も持ってしまう事になります。 

・幼児期は人生の初期です。まだまだ先が遠いです。焦りは禁物です。しかし、発達は    

一刻の休みもなく進行しています。短気は損気です。気持ちをゆったりと持って子ども

達に接しましょう。 

 

☆子どもの話は事実と違う時がありませんか？ 

・「皆で僕をいじめたんだよ。」と子どもが泣いて訴えると、クラス全員が皆でいじめた
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と思ってしまいがちです。子どもがそんな風に感じたのかもしれません。かといって   

「ウソをついてはだめ。」と言うのもどうかと思います。子どもが感じたのは事実な事で

す。自分の感じや気持ちを強く出して客観性に欠けやすいのが幼児の話です。聞く側が   

その事を心得ていないと子どもの話に振り回されます。子ども同士のけんか等は      

「そうだったの。」と子どもの気持ちを受け入れてやっても親がでしゃばるのもどうかと 

思います。「どうしてそうなったの？」「あとで親切にしてくれたお友達もいたはずよ。」

等、事実を考えさせ、他人の気持ちを思い起こせる働きかけは必要ですね。 

 

☆子どもがうそをついてしまったら。 

・「幼児はしばしばうそをつくものだ。」という考え方を持っていたいものです。但し、   

うそと言っても不誠実とか言うものと結び付けないでください。幼児の心理として「想

像力が豊か」であり現実と空想が区別つきにくいので「想像のうそ」ということになり

ます。幼児のうそには「願望のうそ」「ふざけっこのうそ」「注目を引く為のうそ」「弁

護のうそ」等があります。色々な種類のうそがありますのでよく見極めて、其々の場合

に応じた対応を心掛けましょう。 

 

 

☆過保護になっていませんか。 

・手を掛けすぎる事・世話のやきすぎ・声の掛けすぎ、これは過干渉です。また過剰に心

配しすぎの育て方になっていませんか。過干渉で育った子どもは依頼心が強く、独立心

がなくなります。心配で育った子どもは、神経質になってしまいます。どちらも苦労    

するのは子どもになってしまいます。 

 

 

思っている事が言えるといいですね。 

・先生が「おはよう。」と言ったら、すぐに「おはよう。」と言ってほしい。お友達の    

足を踏んだら「ごめんね。」と言ってほしい。お友達が物を貸してくれたら     

「ありがとう。」と言ってほしいと親は思うようです。親が子どもに「おはよう。」

とか｢おやすみ。｣とまめに声を掛けて示しているのですが、その時子どもの顔を見

ていますか？親の気持ちが伝わらないと、「言いなさい。」と言われるから子どもも  

言うだけになってしまうのかもしれません。大切なのはその気持ちを伝える事です

ね。また、親が教えようと「トイレに行きたいのね。」と世話をやいていると、言

うのはお母さんの役割と子どもは思い込んでしまいます。しかし「子どもが言うま

で待って いよう。」と思うのも考えものです。子どもも色々な面で黙っているも

のと見習ってしまいます。すんなり言えるまで手本を示し、うまくいったら「その

調子。」と励まし練習させましょう。 

・困った事があったら、何でも先生に伝える様、子ども達にしっかり話しておいて   

ください。 

※例えば、お腹が痛い・トイレに行きたい・転んでしまった・○○が見当たらない

etc・・・ 

 

 

自分は誰かな、自分の物が分かるといいですね。 

・お家の呼び名と違い園では「○○さん」と言って朝名前を呼びます。その時自分の  

名前が呼ばれても誰の事か分からずキョトンとしてしまう子どもがいます。正確な 

自分の名前を覚えさせておく事は必要です。また名前を呼ばれたら、「はい。」と   
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返事をする習慣もきちんと身に付けさせましょう。自分には他人と違う名前があり、

お友達にも其々名前がある事が理解出来ると自分の物と他人の物の区別もはっきり

してきます。その為にも自分の持ち物を区別出来る様、目印を知らせておいて   

ください。「あなたはこのマークよ。」としっかりマークを伝えましょう。 

 

・お家の方は持ち物全て（靴下・下着（シャツ、パンツ）・ハンカチ等）に         

 フルネームで記名をお願いします。「これがあなたの持ち物よ。」と教えながら毎朝

の登園準備をお願いします。 

 

自分で履くことが出来るかな。 

・靴の履き方のお稽古をしてください。その為には履き慣れた靴を履きましょう。 
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教育・保育の内容について 

◎当園は、教育・保育の提供に当たっては、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づき、   

提供します。 

 

（１）教育・保育の提供 

   お知らせしている時間において、教育・保育を提供します。 

 

（２）教育・保育の理念 

   「いつも一人ひとりの子どもがテーマです」 

   ・一人ひとりを見つめる保育の実現 

     子ども達一人ひとりの生活を考慮し、好ましい生活習慣を身につける保育を行います。 

   ・主体的に生きる力を育む保育の実現 

     子ども達が保育教諭やお友達と交わり「人を信頼する気持ち」を育んで参ります。 

   ・仲良しの心・思いやりの心を育てる 

     お友達とのふれあいを通じて、心豊かな感受性と安定した情緒を育てていきます。 

 

（３）教育・保育の目標 

・丈夫な子ども 

・素直な子ども 

・進んで取り組む子ども 

・心豊かな子ども 

 

◎身体的、精神的発達段階を踏まえて、年齢別カリキュラムを計画し保育します。年齢クラス毎

の設定保育の中で、年齢に応じた教育・保育課程を達成していきます。 

「自分の事は自分で出来るようになる」（基本的生活習慣の自立）「友達と一緒に取り組む」等、 

個々の思いを十分に発揮しながらも、我慢したり譲ったり、譲ってもらったりしながら社会性

の発達を促し、集団として成長出来るよう援助します。 

 

 

登降園について 

【１号認定の方】 

◎保育時間は 8 時 30 分～14 時 00 分です。 

◎行事その他で登降園時刻が変わる時があります。その時は前もってお知らせします。 

◎万が一、保育終了後降園時間を過ぎてもお迎えがない時は、別添⑩_1 預かり保育のご案内（1

号認定の方）に従い預かり保育でお預かり致します。＿別添⑩_2_預かり保育会員申込書をご

提出ください。 

後日、預かり保育費を徴収させて頂きます。（末締めの翌月払い）ご了承ください。 

◎登園・降園の際には、登降園システム「コドモン」にて時間の打刻をお願いします。 

（打刻がない場合は預かり保育費の最大料金がかかりますので、忘れないよう十分にお気をつ

けください。） 
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【２号認定の方】 

◎教育・保育の必要時間は、個別にお住いの各市が就労等の状況を確認し認定します。 

◎保育標準時間認定園児→基本１１時間（７時 0０分～１８時 0０分） 

 保育短時間認定園児 →基本 ８時間（８時３０分～１６時３０分） 

 ・既定の時間内より超えての登園や既定の時間以降のお迎えの場合は延長保育費を徴収させて

頂きます。 

  また保育短時間の方は、８時３０分より前の登園や１６時３０分より遅いお迎えの場合は、  

規定に従い延長保育費を徴収させて頂きます。 

・基本、園までは保護者様での送迎をお願い致します。 

・園児の安全の為、玄関に自動開閉式錠を設置しております。ご来園時は玄関のインターフォ

ンでお子様のクラスと名前（フルネーム）をお知らせください。職員が応対致します。 

◎登園・降園の際には、登降園システム「コドモン」にて時間の打刻をお願いします。 

（記録がない場合は預かり保育費の最大料金がかかりますので、忘れないよう十分にお気をつ

けください。） 

 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎保護者様のご来園時には、保護者様用名札を名前が見えるように首から下げて着用してくださ

い。 

◎保護者様用名札は卒業まで大切にご使用ください。（卒業後各ご家庭で必ず処分してください。） 

◎子ども達の安全の為、保護者様用名札の無い方にはお名前等をお伺いし、身分の確認をさせて

いただきます。 

◎送迎は保護者様が行ってください。保護者様以外の方が送迎される場合は事前に保護者様から 

連絡をお願いします。また代理の方がお迎えに来られた場合、安全の為保護者様からご連絡   

頂いている方以外には、お子様をお渡し致しません。 

◎駐車場の数には限りがございます。送迎が終わりましたら速やかに移動してください。 

 

 

駐車場・駐輪場の利用について 

◎駐車場利用の時 

・車での送迎時、当園の近隣住民に迷惑がかからないよう交通ルールを遵守してください。  

 特に正門付近は、最徐行（１０km 以下）でお願いします。 

・第一駐車場、第二駐車場がございます。 

・第一駐車場内は一方通行になります。 

・園前道路での駐停車や入庫待ち等は、近隣の方との取り決めにより禁止といたします。 

・園周辺道路は、公道であり近隣の方の生活道路となっております。駐車場が込み合って  

いる場合は、周辺道路の渋滞を引き起こすと共に、園児及び近隣住民に事故を招く危険

を懸念しております。万が一そのような時には申請人数や時間帯を集計し、ご使用時間

帯の制限を設けなければならなくなります。お互い譲り合いトラブルのないよう送迎し

てください。 

・駐車場内では、安全の為遊んだり話し込んだりせず、速やかにお帰りください。 

・駐車場では、事故のない様十分に気を付けてください。駐車場内での事故に関しては、   

一切責任を負いかねます。当事者同士で解決をお願い致します。 

◎駐輪場利用の時 

 ・駐輪場は、指定された場所のみとなっています。 

 ・正門付近には駐輪しないでください。 
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 ・園指定駐輪場以外へ駐輪されますと、車の通行や歩行者の妨げとなり事故にも繋がり  

ます。必ず決められた駐輪場をご利用ください。 

 ・駐輪場のある通りへ入る際には、自転車から降りて押しながら通行して頂く等、安全の

確保をお願い致します。 

 

教育・保育の提供日について 

【１号認定の方】 

◎１学期は、４月１日～ ８月３１日 

 ２学期は、９月１日～１２月３１日 

 ３学期は、１月１日～ ３月３１日 

 

【２号認定の方】 

◎月曜日から土曜日を保育提供日とします。但し、日曜日・国民の祝日に関する法律に規定する  

休日・年末年始（１２月２９日～１月３日）は除きます。 

 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎土曜日保育利用（サタディ保育）は、保育を必要とする（ご両親共お仕事の場合等）と      

認められた場合のみお受け致します。 

事前に土曜日の保育のご利用がお決まりの場合は、出来る限り早目のご連絡をお願い致します。

園HPよりダウンロードまたは別添④_A _サタディ保育利用申請書にて申し込みください。ま

た、別添④_B_土曜保育（サタデイ保育）就労証明書（年間利用）、別添④_C_土曜保育（サ

タデイ保育）就労証明書（不定期利用）の提出もお願いします。不定期利用は、利用日の前月

２０日までにお申し込みください。 

◎春季・夏季・冬期に希望保育日を設定致します。 

 

休園について 

【１号認定の方】 

◎土曜日・日曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日・年末年始・創立記念日。 

夏期休園は、７月２１日～８月３１日、冬期休園は１２月２４日～１月７日、         

春期休園は３月２３日～４月７日。 

 

【２号認定の方】 

◎日曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日・年末年始（１２月２９日～１月３日） 

 

【1 号・２号認定の方（共通）】 

◎午前 6 時 30 分現在、東近江市が含まれる地域に暴風警報・大雨特別警報・暴風特別警報・避

難情報等で警戒レベル３相当以上（エリアが当園に該当する場合）のいずれかが発令されてい

る場合、休園となります。 

◎天候その他により、安全が確保出来ない場合、休園となります。 

◎東近江市教育委員会にて中学校区単位で大雪による休園の判断をする場合があります。 

◎登園時間及び、登園後まもなく警報の発令が予想される時は、自宅待機にする場合があります。 

◎尚、登園後に警報が発令された時は、園からの連絡を待たずに直ちにお迎えをお願いします。 

◎前日の降園後から当日の午前 6時 30分までの間に東近江市において震度５弱以上の地震が発

生した場合は、登園を控えて頂きます様お願い致します。 

◎震度５以上の地震発生時は、お迎えを要請致します。 
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◎公共交通機関の運行状況によって職員体制が確保出来ない場合や、施設及び施設周辺の安全が 

確保出来ない場合は、必要に応じて家庭保育の協力をお願いすることがあります。 

◎その他、緊急時における対応については、別添⑤_A_緊急時における対応について、別添⑤_B_

警戒レベル（避難情報等）の発令に伴う対応について、別添⑤_C_警報発令時の措置について

をご参照ください。 

◎園長が必要に応じ曜日にかかわりなく休園日を設定、変更する場合があります。 

 

 

連絡について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎ご家庭から園へ 

 ・日々のお子様の様子は、「コドモン連絡帳機能」でお知らせください。 

 ・欠席が予め分かっている場合は、前日までにお知らせください。 

・病気、その他の欠席連絡は、電話またはコドモン登降園システムをご利用ください。 

電話→７時 0０分～８時００分の間※ＴＥＬ：0748-34-0291 FAX：0748-34-0292 

コドモン→８時３０分まで 

※感染症による欠席連絡はお電話でご連絡ください。 

 ・住所変更、保護者様の就労内容の変更等はコドモン連絡帳機能でお知らせください。 

・提出して頂くプリント類はおはようブックに挟んで持参してください。また、その際コドモ

ン連絡帳機能でその旨をお伝えください。 

・住所変更、退園等は園指定の届け出用紙で速やかにお届けください。 

尚、退園の場合、園指定の“退園届”の提出を以って受理致します。退園日までの利用料等

の納入をお願い致します。保育付帯費は、退園月末分までの納入をお願い致します。 

転宅の場合、予定があれば速やかにお届けください。 

・緊急連絡先の変更があった場合は速やかにお知らせください。 

・保育時間中の担任への電話はお取り次ぎ出来ません。保育時間外を利用してください。 

・急ぎのご用件は、園におことづけください。 

・通常の降園と異なる場合は、その都度コドモンにてお知らせください。 

◎園からご家庭へ 

 ・おはようブックとコドモン連絡帳機能は毎日確認してください。 

・保育中の発熱については、食欲・機嫌・咳等の様子を見て３７．５度を超えればお子様の    

状態を緊急連絡先に連絡しますので、お迎えをお願い致します。 

・毎月、キッズだより・スケジュール・献立表を配信します。 

・その他の連絡もプリントでお知らせする場合も有りますので、帰宅したら必ずかばんの中を  

ご覧ください。 

・お迎えに来られた際、職員にお子様のクラスとお名前（フルネーム）をお伝えください。 

・保育中の警報発令時、災害発生時は緊急連絡をします。保護者様もしくは保護者様に代わる  

方が速やかにお迎えに来てください。その際別添⑤_災害時連絡・引渡しカードが必要となり

ますので常時保護者様用名札の中に入れてご持参ください。 

 

 

遊び友達について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎なるべく年齢の近い子どもと遊ぶようにしてください。 

◎仲の良いお友達の家を知っておいてください。 
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◎危険な遊びはしないよう家でもご指導ください。 

◎知らない人にはついて行かないようにご指導ください。 

 

服装について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎出来るだけ脱ぎ履きしやすいズボン・上衣等の私服を着用してください。 

チャック付きのジーンズやオーバーオール、チュニックや前開きのボタン付きシャツ、サイズ

が大きすぎる物等は、着脱衣の練習や活動の妨げになりますので、使用を控えて頂くようお願

いします。 

◎冬季に使用するジャンパー等の防寒具は、危険防止の為フードのないものをご用意ください。 

園ではマフラー、イヤーマフラー、手袋は使用致しません。遊具に引っかかったり、首に巻き   

付いてしまうと大きな事故に繋がってしまいます。汚れても洗濯のしやすい着脱しやすい物を 

ご用意ください。 

◎髪止めは、ピンや飾りは使用せず髪を束ねる時は飾りのないゴムのみにしてください。また小

さな子ども達の集団ですので、紛失の可能性がある旨ご了承ください。 

◎スモック（遊び着）は希望者に販売致します。絵画製作時に着用します。 

 

※制服・体操服は、令和 8 年度以降順次導入する予定です。 

 

 

履き物について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎下履き・・自分で履いたり脱いだり出来る靴を使用してください。 

（園では紐靴・革靴・ブーツは使用致しません。） 

大きすぎる物も危険ですので、足に合ったサイズの物を必ず記名して使用して   

ください。 

上履き・・園指定の上靴を使用してください。園指定以外の物を持参された場合は持ち     

帰りますので新たに園指定の用品をご購入ください。（サイズは１ｃｍ刻みです。） 

      

上履き用の巾着袋を用意してください。（薄手の布製） 

※袋には“うわぐつぶくろ”と表示し、記名してください。 

     

通園かばん・カラー帽子・上靴・スモックについては⑦_1_園指定用品価格表(3 歳・4 歳・

5 歳)をご覧いただき⑦_2_園指定用品申込書に必要事項を記入し、お申込みください。 

 

 

用品について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎安全性と衛生性を考えて、用品類を指定しています。必ず園指定の物をご使用ください。 

追加購入される場合も園指定の物でお願いします。 

園指定以外の物を持参された場合は、持ち帰りますので新たに園指定の用品をご購入ください。 

◎目的に応じて園で記名や番号を直接打ったり目印をつけたりしますので、予めご了承ください。 

◎用品等の実費の金銭の納入は、雑費袋で納入して頂き、領収印をもって領収書と致します。 

◎用品の追加注文は随時受付ます。注文のある方は別添⑥_用品注文書（正副２枚は切り離さない
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でください。）または HP よりダウンロードして必要事項を記入して、園指定の雑費袋（園で

雑費袋をお預かりしている場合はご家庭にある封筒に記名して）に入れて直接、職員にご提出

ください。その際、持参している旨をコドモンにてお知らせください。お釣りの無いようにし

てください。 

用品のお渡しまでは 2 週間ほどかかります。 

◎用品購入後の交換につきましては、未使用の品に限り、2週間以内であれば交換致します。 

但し、一度使用した場合や封を開けた場合、またネームの入った用品は交換が出来ませんので 

予めご了承ください。園に見本があります。 

◎用品の費用は、年度途中で改定になる場合は書面でお知らせ致します。予めご了承ください。 

◎価格については⑦_1_園指定用品価格表（3歳・4歳・5歳）をご参照ください。 

 

持ち物について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎自分の荷物は自分で持ちましょう。 

◎かばんは園指定の物を使用してください。リュックサックは毎日持参してください。手さげか

ばんは必要に応じて使用します。（キーホルダー等は危険ですので付けない様にしてください。） 

◎ハンカチは毎日持たせてください。 

ティッシュペーパーは保育室等に常時設置して使用します。 

◎通園かばんやカラー帽子・上靴・衣類・持ち物等、全てにフルネームで記名してください。文

字が読めない時は、目印になるマークをつけてください。 

（プラスティック製等は怪我のもとになる場合がありますので、使用は禁止します。） 

◎園には、おもちゃ・シール・お菓子やお金等園生活に不必要な物は、一切持たせないでくださ

い。又、かばんや水筒等の持ち物に貼ったり付けたりも禁止致します。 

◎お子様の持ち物は、似ている物が多いので、間違いや紛失のトラブルを防ぐ為にも必ず油性の  

マジック等消えにくいもので全ての物に記名（フルネーム）してください。また、上のお子様

の物や他の方から譲り受けた物は、必ず名前を書き換えてください。書き換えていない場合は、  

紛失してしまう事があります。 

 

★週始めに持ってきて、週末に持ち帰るもの 

・午睡用バスタオル２枚（2 号認定の方） 

※４歳以上につきましては、お子様の様子を見て午睡時間を調整していきます。 

・上靴・上靴袋 

・カラー帽子  

★毎日用意するもの 

・給食袋 

  ※給食袋に入れて頂く物 

ランチョンマット 

ハンカチ 

・水筒（コップ付き・肩掛けひもつき） 

・手拭きタオル（タオルハンカチ）1～2枚 

・汚れ物入れ ※エコバック可 

・着替え（上下１～２組程度）（着替え袋に入れてください） 

・下着（パンツ 2 枚・シャツ 2枚・靴下 2 足） 

・着替え袋        →園に置いて使用します  

・紙おむつ（必要な方）  →園に置いて使用します 

・おしりふき（必要な方） →園に置いて使用します 
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身体について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎排便について 

・トイレが一人で出来るといいですね。 

最近、男の子でもお家が洋式という事で座ってする習慣がついて立って用便が出来ない  

子どもがいます。男の子は立って用便が出来る様になりましょう。立って用便は出来る   

けれどただ立つだけではパンツを濡らしてしまいます。立っても座っても出来るように、  

用便の仕方をお家でもしっかり教えておいてください。 

女の子は、全部脱いで便器に座る癖がついている子が多い様です。出来れば膝までパンツ

を下げて用便が出来る様になりましょう。 

・トイレの時間は様子を見計らって行く様にしています。トイレに行きたくなったら自分か

ら言える様になりましょう。 

・大便は、出来るだけ家庭で済ませて登園する習慣付けをお願い致します。 

・園で下着等に大便が付着した時は、０-１５７やノロウイルス等の集団感染予防の為に   

下着を処分させて頂きます。その場合は事後に連絡致します。ご了承ください。 

・予備の着替えは、着替え袋（薄手の布製【巾着袋】）にパンツ２枚シャツ２枚靴下２足、上

下の衣服 1～2 枚を入れて持参してください。（必ず、下着・着替え袋共に大きく記名して

ください。） 

・着替え袋は、ゆったりサイズで作成し、袋には“きがえぶくろ”と表示してください。 

・汚れものは、汚れ物袋に入れて持ち帰りますので、使った分を補充して次登園日に必ず持

参してください。 

・着替え袋は、保育室で保管します。 

  ・万が一園の紙おむつを使用した場合、次登園時に園用と記入して新しい紙おむつを持参し

てください。 

 

◎１号認定の方は、入園当初は生活の変化の為、心身共にかなり疲労しますので、健康に十分   

ご注意ください。当分の間、３０分～１時間の午睡をおすすめします。 

２号認定の方は、１週間程度は慣らし保育があります。 

◎手洗い・うがい等の習慣をつける様ご家庭でもご協力をお願いします。 

◎感染症について 

・お子様やその家族の方が伝染病その他感染症の恐れのある病気に罹った時は、直ちに詳細を

お知らせください。 

・お子様が流行性疾患の場合は、流行防止の為、出席停止になります。（欠席扱いになりません。）

医師の許可が出てから登園してください。登園する時には別添⑦_1_出席停止届又は、園 HP

よりダウンロードしてご利用ください。 

・出席停止になる疾患は必ずご確認ください。（別添⑦_2 感染症疾患の登園のめやすは後方に

添付しております。） 

・この他にも人にうつる可能性のある疾患の場合は、必ず園に届け出て園長の判断・指示に   

従ってください。登園の停止を命じることがあります。 

・感染の危険のある期間は、登園を十分に見合わせてください。 

◎インフルエンザについて 

 ・インフルエンザ症状（３８℃以上の発熱、咳、鼻汁、鼻閉、咽頭痛等）が少なくとも１つ以

上呈した場合は、医療機関を受診の上、インフルエンザと診断された時は速やかに園にお知

らせください。登園する際は、別添⑦_1_出席停止届を必ずお持ちください。 

◎下痢・嘔吐・発熱の時は登園出来ません。 

 ・嘔吐物がついた衣服は園で洗わず、そのまま袋に入れて持ち帰ります。（感染拡大防止の為） 
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・保育中に発熱・腹痛・頭痛等発病した時は、直ぐに保護者様に連絡し万全の処置をとります。    

緊急時の連絡先を緊急連絡票でお尋ねしていますので、必ずお知らせください。途中で変更  

あった場合は、その都度直ちにお知らせください。 

◎併せて別添⑦_出席停止届についてをご熟読ください。 

 

 

怪我について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎子ども達は園生活の中で、またお友達と関わる中で様々な怪我をします。園では防げる怪我は  

防いでゆきたいと考えていますが、防げない怪我や思いがけない怪我が起こる場合もあります 

ので予めご了承ください。また、かみつきやひっかきなども予想されます。そういった事が   

起こらない様お子様のそばで育ちを見守らせて頂きますが、子ども達の成長の過程の一つとし

てご理解を頂きます様お願い致します。 

◎トラブル等を含め相手がいる場合もありますが、園では小さな子ども達が作る社会で、     

子ども達がお互いに育ちあう場、色々な事を経験しながら心身ともに沢山の事を学び合う場で

す。どうぞ温かい目で見守ってください。 

◎擦り傷や切り傷は流水で洗浄後、消毒及びガーゼや絆創膏を当てます。 

 受診が必要な場合は保護者様へ連絡し病院等（時間外の場合は救急病院等）で治療を受けます。

園からの連絡は必ず取れるようにしておいてください。原則として、保護者様の付き添いも   

お願い致します。 

◎日本スポーツ振興センターに加入しますので、園への登降園中、保育中、遠足中、園の管理下   

での負傷の場合の診療費につきましては、日本スポーツ振興センターの規定の範囲内で一部補

助されます。 

・外傷の場合は直ちに近くの外科その他で治療を受けます。その場合、保険証を園又は病院へ  

直接お届けください。保険証の無い方は、費用の負担をお願いします。 

◎怪我等で普段の園生活に支障をきたす場合（例えば骨折でギブスを巻いたり等）は、自身の更

に大きな怪我やお友達を巻き込む怪我等に繋がる恐れがありますので、登園については園まで  

ご相談ください。 

 

 

保険について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎当園では、以下の通り保険に加入しています。 

 種類：全国私立保育園連盟ほいくのほけん 

 内容：死亡、後遺障害、入院、通院 

 

 

緊急時の対応について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎利用している子どもに病状急変・事故等の緊急事態が発生した場合、子どもの家族等に連絡を  

行うと共に、医学的対応等、必要な措置を行う事とします。 

のとがわひかりこども園では、「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応

のためのガイドライン」に沿った安全計画に基づき、事故防止への取り組み及び非常災害対

策（別紙「警報発令時及び緊急事態時の対応」）として、以下の対応を行います。 
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・非常災害時にはメール配信等（※）でお知らせします。              

・大規模災害の為、お子様をお迎えに来られる時には「引き渡しカード」が必要と   

なります。普段からいつも携帯してください。 

・非常災害に備え、利用する乳幼児の安全を確保する為の防災計画を策定し、     

毎月１回以上の避難及び消火に係る訓練等、必要な訓練を実施します。又、     

防災計画に基づき、利用する乳幼児の避難及び関係機関への連絡の為の体制を整備し、

当該体制に関しては職員に周知すると共に、利用する乳幼児が避難方法について理解

出来る様努めていきます。 

  ※ 緊急時や園からのお知らせにメール配信アプリ「コドモン」を導入しています。      

メール配信の有無をこまめに確認してください。             

携帯電話やメールアドレスが変更になった場合は必ず、再登録してください。 

 

 

 

 

薬持参の登園について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎お子様の薬は、本来は保護者様の管理下での投与です。園では原則として薬の投与が出来ませ

ん。主治医の診察を受ける時には、お子様が現在〇時から〇時まで園に在籍している事と、園

では原則として薬の服用が出来ない事を伝え、お家で服薬出来るようご相談ください。緊急や

むを得ない理由で保護者様が薬を飲ませる為に来園出来ない場合は、主治医のご指示のもと、

保護者様と園側で話し合いの上、職員が保護者様に代わって投与する事が可能です。この場合

は万全を期す為「コドモン連絡帳機能」に薬持参の旨記載し、一回分の薬を袋や容器に入れて

ください。併せて後方に添付又は、園HPよりダウンロード出来る別添⑧_1_与薬依頼書に記入

いただき朝の受け入れ職員（エントランスの職員）に手渡ししてださい。 

（かばんや給食袋の中に入れてあっても、申し出のない場合は飲ませる事は出来ません。）また、

一度使用したことがある薬で、安全が確認された薬に限ります。お子様が、今までに使用した

ことのない薬は、副反応を起こす恐れがある為預かりません。 

◎薬は、お子様を診察した医師が処方し調剤したものに限ります。保護者様の個人的な判断で持

参した薬は、当園としては対応出来ません。 

◎座薬の使用は原則として行いません。やむを得ず使用する場合は、医師の具体的な指示書（別

添⑧_2_園における与薬についての連絡票）を添付してください。尚、初めて使用する座薬は

対応出来かねます。 

◎「熱が出たら飲ませる。」「咳が出たら・・・」「発作が起こったら・・・」というような症

状を園が判断して与えなければならない場合は、当園としてはその判断は出来ません。その都

度保護者様にご連絡致しますのでご了承ください。 

◎慢性の病気（気管支喘息、てんかん、糖尿病、アトピー性皮膚炎等のように経過が長引くよう

な病気）の日常的な投薬や処置については、園における与薬についての連絡票を必ずご提出く

ださい。 

◎併せて別添⑧_こども園での薬の取り扱いについての取り決めをご熟読ください。 

 

保育料等その他費用の納入方法について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎毎月の保育料等の納入はゆうちょ銀行からの自動振替になります。 

◎振替は、①利用料（教育・保育の無償化に伴い０円） 
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②保育付帯費（給食費）《１号・２号認定で費用が異なります。》 

③預かり保育利用料及び延長保育利用料 

 ※保育料等の振替の確認は通帳にてご確認ください。 

※個人に帰する費用は実費納入して頂きます。 

※預かり保育利用料金及び、延長保育利用料金は、利用翌月に保育料と同じ口座から一緒に   

振替致します。（但し、２月３月利用料金のみ別途現金納入して頂きます。） 

※保育付帯費、卒業アルバム代（希望者のみ）等その他に関しまして、その都度雑費袋や保育

料と同じ口座から一緒に振替致します。雑費袋で納入して頂いた際には、領収印をもって領

収書と致します。 

※冷暖房費は徴収致しません。 

※開園当初については雑費袋で現金にて徴収させていただきます。 

◎振替日は４月は２２日、５月から２月迄は毎月１５日、３月は４日です 

前日迄にご入金をお願いします。（暦や行事の兼合いにより変更になる場合があります。その 

場合、事前に園だよりにてお知らせ致します） 

※振替ができない場合は、雑費袋で現金にて徴収させていただきます。 

※初回の利用開始手続きの際には、手続きのタイミングにより現金にてお支払頂く場合が    

あります。 

◎保育付帯費は、その月全欠席されても、納入してください。 

◎保育付帯費は、年間負担額を１２か月で均等に割り、納入して頂きます。 

◎その他の納入金についてご都合のお有りの方は園長に申し出てください。 

◎納入金が２ヵ月を超えて納入されない場合は、進級の取り消しを含む、退園の通知を致します。 

◎諸費用等の納入に関する連絡は必ずプリントで通知します。 

 

 

給食･お弁当について 

【１号認定の方】 

◎園では完全給食を実施しています。月～金曜日は、自園調理した給食をいただきます。 

 主食費 1,300円 副食費 3,200円 計 4,500 円/月 

【２号認定の方】 

◎園では完全給食を実施しています。月～土曜日は、自園調理した給食をいただきます。 

 主食費 1,700円 副食費 4,000円 計 5,700 円/月 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎給食については、安全を第一に考えています。 

◎献立表は毎月別途配布致します。 

 

《給食調理について》 

  ・全て加熱調理です。 

・園児や職員全員の手洗い消毒の励行をします。 

・調理員さんの健康チェック及び、調理室内や用具の衛生管理に努めます。 

・食材の運搬経路や保管方法に留意します。 

・調理後時間を置かずにすぐに食べます。 

・献立に関しましては、狂牛病や腸管出血性大腸菌感染症の事が有りますので、その都度適

切に迅速に判断して立てていきます。 

《全体の流れとして》 

☆当園の給食は、栄養を満たす食事を提供すれば良いというものではなく、将来における   

望ましい食生活の基礎作りをするという大きな目標があります。園での保育者やお友達と
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の楽しい食事を通して、手洗いうがい・消毒の習慣、食事マナー、食や栄養の知識、後片

付け等の望ましい食生活の習慣を学んでいきます。また食習慣については主にご家庭の躾

が基本の事ばかりです。 

ご家庭と園の指導を一貫させたいと思いますので下記の点、ご協力宜しくお願い致します。 

・手洗いうがい・消毒→準備→挨拶→食事→挨拶→片付け→うがいの手順です。 

・戸外遊びの後、トイレの後、食事の前等の石鹸での手洗いを徹底する事はもちろん､     

手洗い後、消毒する事も習慣付けていきます。お家での衛生面も見直して頂き、正しい   

手洗いの仕方を指導してください。 

・うがいは、遊びの後と食前のうがいをガラガラうがい（喉の奥を綺麗にする）､食後のうが

いはブクブクうがい（歯と歯の間を綺麗にする）として使い分けています。 

・食器類やおはし・スプーンは、目の前にあるとつい触ってしまったり、振り回したり････、 

という事が有ります。“「いただきます」のご挨拶までは触らない”という事を約束にして  

います。お家でも手はお膝で待つ練習をしておいてください。 

  ・消化の為にも出来るだけ姿勢よく食べる様に、また食べ物を触って遊んだり食べずに    

うろうろしたりという“遊び食べ”を徐々に解消出来る様に等、細かく指導していきます。

お家でもテレビを見ながら・遊びながら等の食事は控えしっかりよく噛んで食べる習慣を 

付けてください。 

・好き嫌いが出る事も有りますが、量を加減したり「一口だけ食べてみよう」と援助したり   

励ましたりしながら、徐々に食べられる様にしていきます。 

・「ごちそうさま」の後は、自分達で片付けた後、うがいをして、その後更に消化を助ける為

に約２０分程度は静かに絵本等で遊ぶように指導していきます。 

 

《徐々に身につけましょう》 

☆習慣は繰り返し反復する事によって形成されるので、園とご家庭双方で根気強く行いましょう。 

 ・食習慣の躾は、適期を捉えて出来るだけ早い機会にします。 

・食前、食後の挨拶をします。 

・楽しく食べます。 

・手助けなく自分で食べます。 

・よく噛んで食べます。 

・良い姿勢で食べます。 

・食前の手洗いの習慣付け。 

・薄味に慣れます。（昆布・かつおだしを基本とします。） 

（化学調味料は出来る限り使わず、砂糖や塩の使用も控えめにします。） 

・食前の準備、食後の片付けは、年齢に合わせて活動します。 

・牛乳を飲めない子ども 

→すぐに代用の飲み物を与えたりしないで、少しずつでも飲める様にし、毎回量を増やし

ていきます。（体質的に受け付けない子どもはご連絡ください。） 

◎水筒（お茶を入れて）は、毎日持参してください。 

◎水筒は肩掛けのコップ付の物を用意してください。（水筒本体とコップに記名してください。  

ストロー付の物及び直飲みは衛生上園では使用しません。） 

◎お弁当日も設定します。（月１回～３回程度） 

・スケジュール及び献立表でお知らせし、月 1回～３回程度はお弁当を持って来て頂きます。   

（昼食は１１時３０分～１２時３０分頃の間で頂きます。安全面に充分気をつけて、愛情の 

こもった物をお願い致します。） 

  ・子どもの食べ物による窒息事故について報告されています。ミニトマトやぶどう、うずら

の卵等は、切る等して入れてください。また、一口カップゼリーのご持参はご遠慮くださ
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い。 

   ・ピックや楊枝等は折れて飲み込んでしまう事も予想されますので、使用しないでください。 

・お弁当には必ず火を通し、当日の朝に調理したものを入れてください。 

◎食物アレルギーをお持ちのお子様は担任までお知らせください。 

  ・食物アレルギー等必要に応じてご相談ください。 

・食物アレルギーをお持ちのお子様は、 ⑭_1_生活管理指導表（食物アレルギー・アナフィ

ラキシー）、⑭_2 除去食摂取調査表にご記入し提出をお願いします。なしの方も ⑭_1_生

活管理指導表（食物アレルギー・アナフィラキシー）を（アレルギー疾患なしを選択して）

提出お願いします。 

毎月中旬に献立表を 4 枚持ち帰ります。食せない食材に〇をつけ、1部はお手元に、3 部

は園に提出してください。  

・安全の為に別保育室にて昼食・おやつをいただく場合があります。 

・除去の解除には解除届を提出してください。（様式は園にあります。） 

 

◎給食袋をご用意ください。 

（薄手の布製【巾着袋】でゆったりサイズ。厚手の布､キルティング製等はかさばり、子ども達も  

扱いにくいのでご協力お願いします。） 

 

◇準備物→給食袋に入れて、毎日持ってくる物 

   ・清潔なハンカチ･･手指の手洗い消毒後に使います。 

   ・口拭きタオル  

     ・ランチョンマット･･縦２０ｃｍ横３５ｃｍ程度の布製の物。 

多少の大小は構いません。 

 

食事の提供について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎子どもの年齢に応じ、以下の時間帯を目安に食事の提供を行います。 

 昼     食 午 後 間 食 

３歳児 １１時３０分頃 １５時頃（２号認定児及び１号認定児預かり 保育利用者） 

４歳児 １１時３０分頃 １５時頃（２号認定児及び１号認定児預かり 保育利用者） 

５歳児 １１時３０分頃 １５時頃（２号認定児及び１号認定児預かり 保育利用者） 

 

 

安全について 

◎園舎は耐震性に優れていますが、もしもの時、さらに避難が必要な場合は、能登川南小学校（猪

子町１２）へ移動します。 

 

 

行事について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎年間の行事を組み、子ども達と力を合わせて楽しい園生活にしたいと考えています。 

◇毎月の行事については、前月末配信のキッズだより及びスケジュールでお知らせしますの

でよくお読みください。 

《保護者様は》 
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・参観日にはご来園くださり、お子様の園での様子をご覧ください。 

・今後、行事の都度詳しくご案内致しますので、決まりを遵守してご参加ください。   

参加方法をお知らせの上、希望の有無を確認させて頂き、必要に応じて「参加証」

を発行する場合があります。 

・保護者様用名札又は参加証のない方は入場出来ません。 

・参加者の言動により、子どもの安全確保が難しいと判断した場合、退場を命じ、    

今後の行事参加を制限する場合があります。 

   ◇園行事の際、通常保育の時間ではなく行事のスケジュールで保育を行う場合があります。 

   ◇園行事の際、家庭保育の協力をお願いする場合があります。 

◇行事・保育参観・その他撮影した写真・ビデオを LINE・Instagram・X・facebook・

YouTube等の SNS 及び動画サイトへ投稿する事は禁止致します。 

                                                        

◎入園式（新入園児）・運動会・生活発表会・卒業式等（卒業児）の行事前後の保育はありません。

予めご了承ください。 

小学校進学について 

【１号・２号認定の方（共通）】 

◎就学前には就学先の小学校名を園に連絡してください。 

◎園児が小学校に就学した時は教育・保育の提供を終了します。 

 

 

1 号認定 預かり保育について 

【１号認定の方】 

 時間及び曜日 費用 

早朝保育 
月・火・水・木・金 

7 時 0０分～８時３０分 
１００円／30 分 

うさちゃんクラブ 
月・火・水・木・金 

１４時００分～１７時００分 
１００円／30 分 

ホームクラス 

月・火・水・木・金 

１７時００分～１８時３０分 
１0０円／30分 

月・火・水・木・金 

１８時３０分～１９時００分 
1００円／15分 

◎毎月、利用時間・回数に応じて請求させて頂きます。 

◎土曜日は、18：00 分までとなります。 

◎日曜・国民の祝日に関する法律に規定する休日・その他、園長が認めた日は行いません。 

◎給食がない日は、お弁当が必要です。 

◎お迎え時間が遅れた場合、上記料金を徴収させて頂きます。 

◎預かり保育（１号認定児）利用翌月に保育料と同じ口座から一緒に振替致します。 

 （但し２月・３月利用料金のみ別途現金納入して頂きます。） 

 

 

＜特別預かり保育について＞「サタディ・夏期・自由登園日・冬期・春期」 
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 曜日及び時間 費用 

特別預かり保育 

月・火・水・木・金・土 

７時 0０分～１７時０0 分 

（給食提供日のみ給食あり） 

 

２００円／３０分 

 

月・火・水・木・金・土 

１７時００分～１８時３0 分（土曜日は１８時００分まで） 
３００円／３０分 

給   食 給食提供日のみ 一食 ３５０円 

 

※サタディ保育は、事前にお申し込みが必要です。別添④_A_サタデイ保育利用申請書よりお申

込ください。又は園 HP よりダウンロード出来ます。 

★おやつ代金は、含んでおります。但し、おやつの時間帯（１４時３０分～１５時３０分） 

に保育を受けていることを基本とします。 

※新２号、新３号の申請をご希望される方は、申請方法を園までお問い合わせ下さい。別途申

請が必要になります。 

 

○新２号認定を受けた場合 

無償化の上限 

・利用日数が２５日以内の場合…「日額４５０円ｘ１ヶ月の利用日数」 

・利用日数が２６日以上の場合…「１１,３００円」 

○新３号認定を受けた場合 

無償化の上限 

・利用日数が２５日以内の場合…「日額４５０円ｘ１ヶ月の利用日数」 

・利用日数が２６日以上の場合…「１６,３００円」 

  

※支給額は、「施設に支払った額」と「月額上限額」を比較し、低い金額となります。 

 

 

2 号認定 延長保育について 

 

 時間及び曜日 費用 

保育標準時間 

認定 

月・火・水・木・金 18 時 00分～18時 30分 １００円／30 分 

月・火・水・木・金 

18 時 30分～19時 00分 
100 円/15分 

保育短時間 

認定 

月・火・水・木・金・土 

7 時 00分～8時 30分（土曜日は１８時００分まで） 
１００円／30 分 

月・火・水・木・金・土 

16 時 3０分～１８時３０分 
１0０円／30分 

月・火・水・木・金 

１８時３０分～１９時００分 
1００円／15分 
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◎毎月、利用時間・回数に応じて請求させて頂きます。 

◎土曜日は、18：00 分までとなります。 

◎日曜・国民の祝日に関する法律に規定する休日・その他、園長が認めた日は行いません。 

◎給食がない日は、お弁当が必要です。 

◎お迎え時間が遅れた場合、上記料金を徴収させて頂きます。 

◎延長保育（２号認定児）ご利用の請求は、利用翌月に保育料と同じ口座から一緒に振替致しま

す。（但し２月・３月利用料金のみ別途現金納入して頂きます。） 

 

 

 

 

 

 

子育て支援について 

◎当園では、園と保護者様が常に密接な連携を保ち、園児の教育方針、成長及び園の運営につい

て、個人別連絡帳、個人懇談会、お便り等を通じて保護者様の理解と協力を得るものとします。 

・「園庭開放」 

内   容 
保育室や園庭を開放し、親子で生活を楽しむ中で行動見本を示し、    

親子関係の確立を支援する。 

対   象 地域の子育て中の保護者様 

実施日及び実施時間 予定をホームページ等でお知らせします。 

利用する施設 
社会福祉法人 慈光福祉会  

のとがわひかりこども園 

 

・「子育て相談事業」 

内   容 

地域で未就園児を抱える保護者様の子育て・育児に対する俯瞰解消を   

図る為、当園の職員が個別に相談に応じ、当園が有するノウハウ等を活

用し、保護者様が不安を抱くことなく子育て・育児が出来る様支援する。 

対   象 地域の子育て中の保護者様 

実施日及び実施時間 毎月 1回程度 

利用する施設 
社会福祉法人 慈光福祉会  

のとがわひかりこども園 

 

 

その他の注意事項 

◎SNS 及び動画サイト（LINE・Instagram・Twitter・X・YouTube 等）等に当園及び利用者

に係る誹謗・中傷または個人情報の掲載は禁止します。 

 

 

施設・設備等の概要について 

【施設運営主体】 

名 称 社会福祉法人 慈光福祉会 
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所 在 地 滋賀県大津市一里山 3-17-12 

電 話 番 号 0748-34-0291  

代 表 者 氏 名 理事長 山本 徹彦 

 

 

【施設概要】 

施 設 の 種 類 幼保連携型認定こども園 

施 設 の 名 称 のとがわひかりこども園 

施 設 の 所 在 地 滋賀県東近江市長勝寺町 170 番地 2 

連 絡 先 0748-34-0291  

園 長 藤本 達也 

開 設 年 月 日 令和 7年４月１日 

 

 

【施設・設備の概要】 

敷 地 
敷 地 全 体 4,527.96 ㎡ 

園 庭 約 1,213 ㎡ 

園 舎 

構 造 鉄骨造 

延 べ 面 積 約 967.11 ㎡ 

築 年 月 令和 7年   

 

 部 屋 数  

職 員 室 1  

乳 児 室 １ ０歳児 

保 育 室 

１ １歳児 

１ 

1 

1 

1 

２歳児 

３歳児 

４歳児 

５歳児 

調 理 室 １  

子育て支援室 １  

遊戯室 1  

 

受入年齢について 

生後６か月から就学前までのお子さま 

 

利用定員について 
 

利 用 定 員 

１号認定こども 15 名（3歳児 5 名、4歳児 5名、5歳児 5 名） 

2 号認定こども 45 名（3 歳児 15名、4歳児 15名、5 歳児 15名） 

3 号認定こども 30 名（0歳児 8 名、1歳児 10名、2 歳児 12名） 

 

 

職員の配置状況 
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職 種 員 数 常 勤 非常勤 

園長 １ １ ― 

主幹保育教諭 2 2 ― 

保育教諭 1５ １2 3 

調理員 ４ 1 ３ 

 

 

嘱託医 

 

小 児 科 医 師 名 髙木 幸浩 

歯 科 医 師 名 阿部 直樹 

園 薬 剤 師 名  村田 治男 

 

非常災害時の対策 

 

防 災 設 備 

・自動火災報知機 

・ガス漏れ探知機 

・非常通報装置 

・誘導灯 等    

避難・消火訓練 毎月１回以上実施します。 

避 難 場 所 能登川南小学校 

 

 

苦情等に関する相談窓口 

◎当園では、苦情等に関する窓口を以下のとおり設置しています。 

相 談 窓 口 

解 決 責 任 者 園長  

受 付 担 当 者 主幹保育教諭 

相 談 時 間 当園の開園日・開園時間内 

電 話 番 号 0748-34-0291 

 

第 三 者 委 員 

氏 名 友國 富夫 福田 英孝 

 

 

施設の目的 

◎子どもの健やかな成長のために適切な運営を確保し、良質かつ適正な内容及び水準の特定教

育・保育事業の提供を行う事を目的とします。 

 

 

施設の運営の方針 

◎施設を利用する子どもの意思及び人格を尊重し、差別的な取り扱いや虐待、懲戒に係る権限の
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濫用等は行なわず、常に子どもの立場に立って教育・保育を提供します。 

◎東近江市、他の特定教育・保育施設等、地域子ども・子育て支援事業を行う者、他の児童福祉

施設その他の学校または保険医療サービス若しくは福祉サービスを提供する者と密接に連携し、  

地域及び家庭との結びつきを重視した運営を行います。 

◎施設を利用する小学校就学前子どもの人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を

行うと共に、職員に対し、研修の実施をする等の措置を講じます。 

◎幼保連携型認定こども園の学級の編成、職員、設備及び運営に関する基準 に基づき、施設の

運営を行います。 

◎教育・保育の質及び職員の資質向上のため、必要な環境を確保し、提供する教育・保育の自己

評価を行い、常にその改善を図ります。 

 

 

 

 

虐待の防止 

◎当園では、利用する子どもの人権の擁護、虐待の防止等のため、責任者の設置その他必要な   

体制の整備を行うとともに、職員に対し、研修の実施をする等の措置を講じます。 

 

 

特別支援の必要な子どもの保育 

◎集団での教育・保育を提供します。また関係機関と連携しながら必要に応じて個別計画を作成  

します。 

 

利用にあたっての留意事項 

◎入園（選考方法） 

 １、市町村からの教育・保育の実施について支給認定を受けた１号認定子どもから登園の利用

について申し込みがあった時は、次に揚げる理由がある場合を除き、これに応じる。 

 ①利用定員に空きがない場合。 

 ②利用定員を上回る利用の申し込みがあった場合。 

 ③当該入園志望者に特別な事情があると認められ、登園の安全な利用に支障を及ぼす恐れが  

ある場合。 

 

 ２、１号認定の子どもについて、利用定員を超える入園申し込みがあった場合は、次の方法に  

より選考を行い、園長が入園者を決定する。 

   ①兄弟姉妹が在園している場合は、優先して入園させる。 

   ②姉妹園から転園してきた場合は、優先して入園させる。 

   ③その他の者は先着順（抽選、面接等）により選考し、入園させる。 

 ３、２号認定の子ども及び３号認定の子どもについては、支援法第４２条の規定により、    

市町村は行った利用調整により当園の利用が決定された時は、これに応じる。 

 

 ４、事業者の利用開始にあたり必要な事項を記載した書面により、当該子どもの支援認定    

保護者様とその内容を確認の上、利用にかかる同意を得るものとする。 

◎事業者は、法第３３条第１項及び児童福祉法第４６条の２第１項の規定に従い、支給認定    
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保護者様から利用の申し込みを受けた時は、正当な理由がなければ、これを拒まないものと  

する。 

◎退園 

 １、契約期間の途中で退園を希望する保護者様は、退園希望日の１５日前までに退園届を提出  

してください。 

 ２、園長は、次のいずれかに該当する場合には退園させる事が出来ます。 

   ①２号認定の子ども及び３号認定の子どもの保護者様が、支給認定の要件に該当しなく  

なった時。 

   ②その他、保護者様が施設や保育に従事する職員または他の利用者に対して、重大な背信  

行為を行う等、施設の運営に重大な支障が生じる時。 

◎転園 

 ・転居等により他の教育・保育施設等への転園を希望する時は、転園希望月の１カ月前までに  

退園届を提出してください。 

 

個人情報の取扱い 

◎当園は、業務上知り得た利用する子ども及びその家族の個人情報については、個人情報の保護

に関する法律（平成１５年法律第５７号）その他関係法令等を遵守し、適正に取り扱うものと   

します。なお、以下の目的のために必要最低限の範囲内において使用する事があります。 

 １、小学校への円滑な移行・継続は図られるよう、卒園にあたり入学する予定の小学校との間

で情報を共有します。 

２、他の教育・保育施設等への転園する場合、他の兄弟が別の教育・保育施設等に在籍する場

合において、他の施設との間で必要な連絡調整を行います。 

 ３、緊急時において、その他関係機関に対し必要な情報提供 


